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英語語強勢決定のメカニズム

一強勢型 と音節の重 さの関係一

丿il越 レ、つ え

1.0.英 語の単語の 強勢は いかに 決定 されるかについてChomsky&

Halle(1968)が 体系化 した分析を示 して以来r種 々の提案が出されている。

その中で近年提出された韻律理論の枠組は,そ れまでの第一強勢,第 二強

勢,第 三強勢…といった(理 論的には)無 限数 まで続 く強勢価に対 して,

強弱 という相対的な関係概念として強勢をとらえる方向を指 し示 した。

Liberman&Prince((1977)以 後LPと 田各記)に みる韻律理論では語強

勢は二つの表示により記述 される。韻律構造 と[亡stress]の両表示である。

本論はこの二つの表示が部分的 に重複す ることを問題 とし,韻 律構造のみ

で語強勢型を表示する可能性を検討す る。

周知の様に英語の語強勢型決定には種 々な要因が作用 している。動詞か

名詞かといった品詞あ別もその要因の一つであ り,又,接 顛辞,接 尾辞 と

いった形態素上の情報 もその一つである。本稿はこれらの種々の要因の中

で,母 音がは り母音かゆるみ母音か,子 音が母音に後続するか どうか とい

った音韻上の情報(こ れらは音節の重 さという概念に再編される)を とり

あげる。音節の重 さと強勢型 との関係 を考察の中心 とするため,資 料は二

音節以上の名詞1)に 限定し,派 生関係をもつ語彙は扱わない。

1.1.表1の 諸 語 は いず れ も単一形態素 か ら成 る三 音節以上 の名詞 であ

る。欄(i)は ゆ るみ母音 で終 わ る語,欄(ii)は ゆ るみ母 音+子 音 で終 わ る

語,欄(iii)は は り母 音+子 音 で終 わ る語 を含む。 母音 の上 の'印 は第一

強勢 の位 置 を示す 。
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(1)表1
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(i) (ii) (iii)

vanilla positron selenite

America
ノ

asparagus stalactite

Canada
ノ

Agamemnon peroxide

agenda Jackendoff anecdote
ノ
aroma horizon nightingale

LPで は表1の 諸語 は表IIの 様に表示 される。(表1の 各欄の代表的な

もののみ記す。)

(2)表II

 (i) (ii) (iii) 

        /X/N/N / Zss                                    s 

         N 

       X 
w s w s w w s w w 
va ni  Ha  po  si  trop se le nite 
— + —  +  — + + — + 

        s 

w  s w w  s  w  s  w  w  s  w 
A me ri ca A ga mem non sta lac tite 
—  + — — +  — + + — + + 

w s w s w w s w w 
a gen da Jac ken doff a nec dote 
— + — + — + + — +

表IIでswの ラベルをもつ語強勢の表示を韻律構造とよぶ。Sは 強,W
ム

は弱 を示す 。SWはS,Wの ラベ ル を もつ二節点 が支配す る二 つの構成素(最

少単位 を音節 とす る)が,一 つ の韻律上 の単位(構 成素)を 成 し,そ の二

者の 間に強弱 の韻律 上の関係 があ るこ とを示す。表II(i)のagendaを 例 に

とる と,第 二,第 三 音節(-genda)がnswの 韻 律 関係 を もち,一 つ の構成

素 を成す 。 この二音 節 と第一音 節 との間に もnswが 定 義 され,全 体 で一構

成 素(語 とい う統語上 の単 位 に等 しい)と な る。以上 で分 か る様 に韻律構

造 は強弱 の関係 を もつ,binaryな 階 層状 を成す 。
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表1で は語 強勢 は母音 に付 された印(')で 示 された。 この印は その母 音

が他の母音 よ り際立 ち をもつ こ とを示 して いた。一 方,表IIに み る韻律 構

造 では全 ての音節が韻律上 の関係 を定義 され,韻 律 構造 内に組み込 まれ る。

語強勢 は直線 状に並ぶ母 音 と子 音の うちの ある ものが,他 の もの よ り際立

ちを もつ とい う表1の 形式 ではな く,全 て の音節 を組み 込ん だ全体 的な型

として認識 され るこ とにな る。

表IIに は韻律構造 の他 に+,一 に よる表示 があ る。 これは各々[+stress],

[-stress]と い う母 音 の 素 性 を示 す。 この表示 の果 たす役割 はまず韻律 上

Sと な る音節 を決定す るこ とであ り,も う一つ は その母 音の弱化 の有無 を

示す こ とであ る。[+stress]は その母音 がfullqualityを もつ こ とを示 し,

[-stress]は その母音 が表層 で 〔∂〕に弱化 す るこ とを示 す。LPの 枠 組 では

[±stress]の 表 示 をも とに して,韻 律構造が決定 され,又,こ の表示 に よ り,

母 音弱 化の有無が示 されて い る。

1.2.あ る母音 の属す る音 節が韻律上Sの 時に は,そ の母音 が弱化 す る こ

とは ない。そ こで,音 節 を支配 す るSと[+stress]は 必 ず一対一 の対 応 を

す る。一方,あ る音節 が韻 律上Wの 時には その音 節 に属す る母音は 弱化 す

る時 と しない時が ある。そ こで音 節 を支配す るWは+,一 い ずれの 表示 と

も対応 す る。表IIの 語 強勢 表示 をみ ると語末音節以 外 では,あ る音節が 韻

律上Sで あれば母 音は[+stress],Wで あれば[‐stress]で あ る。表IIの 限

定 され た事例 内で はあるが,こ の ことは母音 の弱化 の有無 が(i)Wに 支 配 さ

れてい るか どうか,(ii)語 内 の どの音節 内にあ るか,に よって決定 されて い

る可能ri生を示 唆 してい る様 に思 われ る。

この考 えに立つ と,LPの 主 張 とは逆 に,母 音 の[±stress]の 表 示 は韻律

構造の情報か ら決定 され る。 そ して韻 律構造 は母 音の[±stress]の 価 とは

独 立 した原則で決定 され るこ とに なる。 そこで次の二 点が本稿 の検 討対 象

とな る。(1)母 音 の もつ[±stress】 を 手が か りと しない で韻律構 造 を決定 す

るこ とは可能か 。(2)韻 律 上Wを もつ音節 に支配 された母音 が弱化す るか ど
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うか をいか に決定す るか 。この二点 は上述 の[±stress]表 示 の もつ 二つ の

役 割 に対応す る。即 ち,本 稿 はLPが[土stress]と して一括 して表示 した も

の をその機能か ら二つ に分 けて考 え,各 々,独 立 した原則 で決定 され る相

互に 自立 した,音 節の特 質で あるこ とを示 そ うとす る ものであ る。

2.1.本 節は上述の課題(2)をとり扱 う。ある音節に韻律上弱(W)の 関係

が定義された場合,そ の音節に含 まれる母音は弱化してあいまい母音([∂])

になる場合 と,弱 化せずその母音のfullqualityを もち続ける場合 とが観

察される。これは次の様 な母音の弱化規則 を音韻部門に設定することで記

述することができる。

(3)母 音弱化規則(a)(後 に修正 される)

V→[a]/-T-

W

規則(a>はある母音(vz示 す)がWに 支配された環境にあらわれる時,[a)

になることを示 している。この規則がWで 支配される全ての母音に適用 さ

れるものでないことは上述の通 りである。そこで以下に規則(a)の適用条件

を語頭,語 中,語 末に環境を分けて検討する。

2.2.語 内の第一母音がWを 韻律構造で付与 される場合は,次 の三つに

分類 しうる。便宜上,第1強 勢を'で 記す。

(4)表m  (i) (ii) (iii)

agénda a)  aspàragus b) Victrôla  Miâmi

 arôma  mosqùito  bandâna  my6pia

vanilla  astrunomy  Kentucky  Odéssa

horizon Horténsia  diâmeter

Monongahéla

欄(i)は ゆ るみ母音(vで 示す)の 後 に子 音一つ以 下(C'0で 示 す)が 続 く場

合 である。 この条件 の時,母 音 は必ず弱化す る。欄(iii)の 第 一母音 は,は
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り母 音(vで 示す)で あ る。 この時,母 音 は弱化 しない。欄(ii)の 第 一 母

音 はゆ るみ 母音 で子音二 つ以上が後 続す る(VC2で 示 す)。 この条件 では弱

化 を示す場 合(a)と,示 さない場合{b)が あ る。

欄(ii)の(a)と(b)は 音 連 鎖 を母音 と子音か ら成 る分節連鎖 として とらえ る

立場 で は区 別 しえない。VC2と い う同一条件下 で,あ る母 音は偶然 弱化 し,

あ る母音 は偶然弱化 しない とい うこ とに なる。即 ち,VC2の 環 境に ある母

音 の弱化 については一般 的な予知 はで きず,各 単 語毎 に弱化 の有無 を記す

必要 が ある ことに なる。'1'

と こ ろが今,音 連鎖 を音 節に区切 られた もの と考 え,表mの 諸語 に音 節

境 界(・ で示す)を 導入 してみ る。2)表Nで ある。

(5)表N  (i) (ii) (iii)

a.gén.da a)  a.spâ.ra.gus b)  Vic.trô.la  Mi.â.mi

 axô.ma  ban.dâ.na my.ô.pi.a

va.ni.11a a.str6.no.my  Ken.tik.ky  0.dé.ssa.

ho.ri.zon Hor.tén.si.a dikme.ter

Mo.non.ga.hé.la

弱化 を示 す(ii-a)で は,音 節境 界は母音 の直後に くる。一 方;弱 化 しない

(ii-b)の 諸 語 で は母 音 の後 に子音 が きて 第一 音節が区切 られ る。弱 化 を示

す欄(i)の 諸 語で も母音 の直後 で音 節が 区切 られて いる。(ii・a)と 同 一 条 件

であ る。以 上か ら音節 がゆ るみ母 音で終 わる時に弱化が お こ り,そ れ以外

の場 合 には弱化 しない と考 え られ る。 この観察 か ら弱化規 則(a)は 語 頭で は

次の様 に適 用 を制 限され る。

(6)母 音 弱化規 則(b)

V→[∂]/#X.Co_C8.条 件:X=βT W
▽はゆ るみ母音 を,・ は音節境界 を,C8は 子音 が後続 しない こ とを,

Xニ βは語頭であることを示す。
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2.3.母 音弱化規則(b)に記された条件は語中でも有効であろうか。表V

は語中で韻律上Wに 支配される母音を,そ の含まれる音節の種類に従って

分類 したものである。以下,表 中(i)等の欄は,表 】vの各欄の分類に準ずる。

(7)表V  (i) (ii-a) (ii-b)

 ena.mite

 pâ.li.node
 té.11u.ride

 Ca.ta.ma.rân

pé.di.gree

 an.gos.tii.ra

U.) Tim.buk.tôo

chim.pan.zée

 Ti.con.dexCe.ga

C)Jàc.ken.doff

 â.nec.dote

 nigh.tin.gale

 â.symp.tote

音節がゆるみ母音で終わる(i)と(ii-a)では弱化規則(b)の予測す る通 り弱

化がみられる。一方,(ii-b)の ゆるみ母音の後 に子音が音節内で後続する

場合には,(ii-b一①)に みる様に母音が弱化 しない場合 と,(ii-b一②)に みる

様に弱化する場合 とがある。弱化しない①の事例は少ない。そこで語中で

はゆるみ母音は子音が後続す る場合 も,し ない場合 も弱化するのが一般で

あると考 え,語 中での弱化の条件 を⑧に示す。
ト

(8)母音弱化規則(c)

V→[a]/#X.Co-　 .Z#
T
W条 件:X,Z/β ならばY=Co

X,Z〆βは当該音節の前後に音節連鎖が存在することを示し,Coは0以 上の

子音が音節内で後続することを示す。

弱化規則(c)はその条件から表Vの 全ての語に適用され,下 線部の母音を

弱化 させ る。(ii・b①)の諸語は弱化 を示 さないが,そ れがどの様な理由に

よるものかを指摘することは現在できない。そこで(ii-b・①)の 諸語 は語彙

目録内で 〔規則(c)は不適〕とい う規則素性 を付与 されていると考 える。こ

れは(ii-b①)の 諸語の下線部の母音が弱化 しないことについ て,そ れは各

語彙項 目のもつ偶然的な特性であり,一 般化しえないものであることを示

す。

表vの 欄(iii)は存在しない。これは単一形態素の語では語中にあるは り

母音は全て韻律上のSを 付与 されるため と考えられる。
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2,4.語 末 でWに 支配 され る音節 は表VIに み る様に分布 す る。語末 では

全 ての子音 が その直 前の母音 と同一 音節 に属 す ると考 え られ るため,表N,

Vで(ii-a)と され た区分は ない。

(9)表VI  (i) (ii-b) (iii)

a.gén.da C)màc.kin.tosh C)as.bé. stos  ca.val.cade

A.mé.ri.ca  sY.11a.bub  a.nà.ly.sis  â.nec.dote

 va.ni.11a  Jâc.ken.doff  âr.se.nal  màr.tin.gale

 O.dé.ssa  âl.co.hol  a.màl.gam  stà.lac.tite

 âm.per.sand  ph16.gi.ston sé.le.nite

 dà.ven.port  é.le.phant

語末 で も語 中同様,欄(i)の ゆ る み母 音 で終 わ る音 節は弱化 を示 し,欄

(iii)のは り母 音は弱化 を示 さない。だが,欄(ii)で は 弱化 を示 さぬ① の諸

語 と弱化 を示す② の諸語が併 存す る。Ross(1972pp.246-54)は ① ② に み る

弱花 の違 いが語末 の子音群 か ら予知 で きるこ とを示 した。Rossの 観 察 では

名詞が 自鳴音一つ([→son];で 示 す)か,歯 音一つ([‡ 剽}で 示 す)で 終 わ る

か,又 は次 の 七つ の子 音群(st,rt,nt,rd,m,ns,ts)の い ず れか で 終 わる

時(以 上 の三 種の子音群 をCbで 表 わす),そ の直前 のゆ るみ母音 は弱化す

る可能性 をもつ。だがCb以 外 の子 音 で終 わ る時 は弱化 しない。そ こで次 の

弱化規 則があ る と思 われ る。

⑩母音弱化 規 則(d)

V→[∂]/#X.Co_Y.Z#条 件:Z=β な らばY=(Cb)TW

(Cb)は 子 音が同一音節 内で母音に後続 しないか,又 はCbに 属す る子音群が,

後 続することを示す。Z=β は語末音節 を示す。

弱化規則(d)は(ii・b一②)の 諸語 には適 用す るが,(ii-b・ ①)の 諸語 には その

制限の ために適用 しない。(ii-b・①)の 諸語 中,alcoho1の 様 に規 則(d>の 条 件

を充 た してい るに もかか わ らず弱化 しない ものが あ る。 これ らの諸語 は語

彙項 目に 〔規 則(d)不 適 〕 の規 則素性 を もつ と考 え られ る。



川 越 いつ え 21

2.5.本 節は韻律上弱の関係 をもつ音節内にある母音が どの場合に弱化

し,ど の場合にfullqualityを もつか を検討 した。は り母音は語内のどの

位置にあっても弱化することはない。一方,ゆ るみ母音はその母音の含ま

れる音節が語頭にあるか,語 中か,語 末かによって弱化の条件が変化する。

語頭では子音が同一音節 内で母音に後続 しない場合のみ弱化する(規 則(b))。

語末では子音が後続 しないか,又 はCbと よぶ特定 の子音群が後続する場

合のみ弱化する(規 則(d))。語中では子音が後続する場合 も後続 しない場合

も弱化がおこる(規 則(c))。

規則(bXc)(d)を折 りたたんで一つの式型にまとめると次の様になる。

(ll)母音弱化規則(e)(最 終形)

V→[a]/#X.Co_Y.Z#条 件:X=β ならば.,-
WZ=β な らばY=(Cb)

x,zは 音 節連続 を示 す。

規 則(e)は 母 音 弱化の条件 として,ま ず,ゆ るみ母音 で韻律上 弱の音節 内に

あ るこ とを挙げ る。 次に,母 音 の属 す る音節 の語 内で の位 置(x,zに よ り

示 す)に よ り,弱 化 条件(Y)が 異 な るこ とを示 してい る。即 ち,語 頭 では弱

化 へ の制 限が最 も厳 し く,語 末が これに続 き,語 中では最 も緩 い とい える。

3.1.第 二節でWに 支配された音節内の母音が弱化す るかどうか(即 ち,

LPの 表記によれば[±stress]が いずれの価 をとるか)の 条件 を定式化 した。

ここで再び第一節で示 した表IIを 検討すると,Wの 支配す る音節内の母音

の もつ[±stress]の 価 は全 て弱化規則(e)で記述 しうることが分る。即 ち,

表IIの[±stress]の 表示 は弱化規則(e)により全て予知 しうる。では,弱 化

規則を条件づけるSWの 関係はいかに決定されるのか,そ れが本節の検討

対象 となる。

従来の諸研究か ら語強勢付与は語末の音節が出発点 となって分析 される

ことが分かっている。今,表IIを み ると語末音節は全て韻律上のWの 位置

を占めている。そこで韻律構造 を決定する諸原則の中には,「 語末の音節
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を支配 す る節点Nを 韻律構造 に設定 し,こ れ にWを 付 与せ よ」 といった も

のが含 まれ ている と考 えられ る。以上 の ことを⑫ に示 す。

(12)Ni

XlX,#条 件:X2=β な らばNはW

#は 語 境界を,Xは1音 節 をNは 韻律構造内の節点 を示す。

韻律 上のSWは 二者 間の関係 概念 であ る。 そこでWを 与 え られた節 点の

対の節 点は必ずSを 付 与 され るこ とにな る。 しか もこの対の節 点はWSで

は な くSWの 順序 関係 を もつ こ とが韻律構 造の原理上 定義 されてい る。(LP

(1977,p.266))。 ま た対の節点 の存在 しない場合 に は韻律構 造 は取 り消 され

る。以上 は(13)の様 に示 され る。

n(
13)(a)N,N2

11の と き,N2がWな らばN1はS.
XX

A
(b)渠NN

Il但 しX1又 はX2が β の場合 とす る。
X,XZ

3.2.表IIの 語 群 は語 末の音節 の種類 に従 って(i)(ii)(iii)に 分 類 され てい

た。 この各欄 は語末か ら二番 目の音節 の種類 で更 に,(a)(b)(c)に 分 類す るこ

とが で きる。(a)は ゆ るみ母音 で終 わ る音 節,(b)は ゆ るみ母 音+子 音,(c)は

は り母音 を含む音節 を語 末から二 番 目に もつ もの とする。今,(12)で 付 与 され

た語 末 のWの 対 となるSを 表IIに 探 す と,語 末か ら二 番 目の音節 がゆ るみ

母音 で終わ る場合((a)の 場合)に は,そ の音節のみ でSと な るこ とは少 ない。

一 方
,こ の位 置に は り母音,又 は,ゆ るみ母音+子 音の音 節が くる場合

((b)(c)の 場 合)に は,そ の音節 にSが 付 され るか,又 は,更 に その左 の音

節 との対 にSが 付 される。・

以上 にみ た音 節の種類 と韻律 構造 の関係 をま とめた ものが 表瓢 であ る。

この表 では欄(a)(b)(c)は更 にSの 位置 に よ り分類 されてい る。(1)は 語 末 か ら

二番 目の音節 にSの くる場合,(2)は 語 末か ら二番 目と三番 目の音節 の対 に

Sの くる場合 であ る。音節 の種 類 は次の記号 で示 されて いる。σ はゆ るみ
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母 音 で終 わ る音節,Σ はゆ るみ母音+子 音 で終 わる音節,Σ'は は り母 音 を

含 む音節 を示 す。Xは 種 類 を問わず,一 音節 を示す もの とす る。1

(14)・表Vl[ 『(i)語末6
(11)語 末 Σ (iii)語 末 Σ'

十M
A

+M 崇A

b (a-1) Xsw SW SW

皿
X6Q Xσ Σ Xσ Σ'

曹
ex.vani]la ex.lieutenant

遭
灸
桜
聽
(a-2)

犬へ。
XQ6

、ヘ
へw
XQE

、へ`
/＼w

Xσ Σ'

ex.Canada
.

ex.posltron ex.selenite

W (b-1)
△
XΣ σ
鳥.
XXEE

/SW

XΣ Σ'

.曲 ex.aBenda ex.Agamemnon ex.stalactite

i
遭
桑
果
騁
(b-2)

楽
s/＼

W
XΣ6 .

、へ
nw
XBE.

,へ
W

XΣ Σ'

ex.Jackendoff ex.anecdote

/〉.. △ /＼ レ.
"

囚
皿

(c-1) SW
XBv

SW

XΣ'Σ

SW

XΣ'Σ'

曲 ex.aroma ex.horizon
・

ex,peccav1

囗
一S 崇 楽 巌

灸

桜
皰爬
(c-2)

sへ

Aw
XE'o

r

、へ
/＼w

XΣ'Σ

、へ
W

XΣ'Σ'

3.3.表 冊 は語末 をWと す る三音 節以上 の名詞 の韻律構造 に於 て,語 末

三音 節の とる部分 の可能性 を全 てあ げた もの といえ る。・この うち英 語 の強

勢 型 として存在 しな い と思 われ るもの に 来を付 した。(c-2)は(i)(ii)(iii)い

ず れにお いて も 来をもつ。 これ らを(c-1)と 比 べ る と,語 末か ら二番 目の位

置の Σ'は 必 ずSを 付与 され るこ とが分か る。

次 に(a-1)を み る。(iii)以 外 に ・はないが,(i)も(ii)も 英 語 では数 少な

い強勢 型 で例 外的 な型 とされ る(+Mで 示 す)。(a-2)の 型 が方 が好 まれ る と
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いえ る。そ こで語 末か ら二番 目の音節がdの 時に は,更 に その左 の音節 と

の対 にSが 付与 され るこ とが分か る。

語末か ら二番 目に Σの くる(b)では 二つ の傾 向が併 存す る。 ΣにSの 付与

され る(b-1)と,更 に そ の左 の音節 との対 にSの 付与 され る(b・2)で あ る。

この(b-2)の 場 合,語 末 が6の ものは英語 の強勢 型には あま りない と思 わ

れ る。即 ち,崇agendaと い った強勢 型は(c-2)の 楽Vfctrola崇October

同 様 好 まれない といえ る。

・鑞 驚 蕪 犠 一 ならばX,XXn、A
(b)X2が Σな らばX2×3又 はXIX2×3

n(
c)X2が Σ'な らばX2×3

(c・2)の 強 勢型が 英語 で好 まれ ないのは(15-c)の 原 則 に違 反す る ため であ

り,(a-1)の 型 が例 外 であ るの は(15・a)の 原 則 に違 反す るため であ る。

表v皿(b-2)の(i)の 強 勢 型 は(15)のい ずれ の原則 に違 反す るのだ ろう か。

(、5-b)G濆zX、 もX念,も 可 能な強貍 としてい るの で(b-2)の(i)も

英 語の強勢型 として可能 な こ とにな る。 だが,こ の型が(c-2)の(i)同 様,

好 まれないの は上にみ た通 りである。そ こで(b・2)の(i)を(ii)(iii)と 比べ

ると語末の音節 とその左 の音節 との関係 に違 いのあ るこ とが分 か る。 この

二音節のみ再録 す る と次の様 である。

(16)表VII(b・2)(i)Σ σ#(ii)Σ Σ#(iii)Σ Σ・#

こ こで(15)に ま とめ られた観察 を再 見す る と,三 種 の音節 の間に はSを ひ

きよせ る力に違 いのあ るこ とが分か る。即 ち,語 末か ら二番 目の位 置 でΣ'

は 必ずSを ひ きよせ るのに対 し,σ は その左 の音節 と対 にな らない とSを

ひきよせ られな い。Σは この両 者の中間 にあ り,単 独 でSを ひ きよせ る時

もあ り,又,左 の音節 と対 にな ってSを ひ きよせ るこ ともあ る。今Sを 単

独 で とりうる力 を強勢 にお け る音節の重 さ とよぶ とす る と,こ の三種 の音

節 の間には次 の関係 が成 り立 つ。

(17)Σ'〉 Σ>O(XI>X2でX1はX2よ り重い とする)
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(1のの 関係 をも とに,(is)に 記 され た(b-2)の 最 終 二 音節 の関係 をみる。す

る と英語 で好 まれない強勢 型 とされ た(i)の 場 合 のみ,語 末か ら二 番 目の音

節が語末 の音節 よ り,よ り重 い こ とが分か る。 そこで英語 には(15-b)の 原

則の齟 に関して次の制限があると考えられ
^p丞 ＼

(18)XlX2×3#に 於 てX2>X3な ら ばX2×3で 崇XIX2×3

(・5-b)で はX、>X、 は 語末 が σの 時のみ成立す る.こ の醐 の制 限1ま)叡 、

と正 しい予知 をす る。又,L語 末 が Σ,Σ'の 時 はX、>X3が 成 立せ ず,(18)の 制

Aノ<＼ 丶
限は何 の予知 もしない。そ こで`(15-b)に よ り,・X2xg,XIX2×3の いずれ

も可能 であ るとされ る。

3.4.以 上 では(18)は(15-b)の 適 用 を制 限す るもの ととらxら れ て きた。だ

が,今,(18)に 次 の条件 を加 え る と(15-b)は 不 要 となる。

ノぐへ＼A

(ユ9)XIX2×3#に 於 て.X2≦X3な らばXIX2×3又 はX2×3

(15)の原 則が語末か ら二番 目の音 節のみ に着 目し,そ れに よって強勢 型が決

定 され ると主張 してい るの に対 し,(18+19)の 原 則 は,語 末二音節 の重 さ

関係 に よって強勢 型が決定 され る と主 張す る。㈲ の原則は,(15-b)で そ の

適用 につ いて㈱ の制約 を必要 とした。 この ことは(15)の原 則 その ものが,(18

+19)9腱 で嬋 されている可能i生を示町 るもの躍 抑 る・駅 こ

(15-a)・(15-c)の場母 再検討す尋・
、、

(15-a)のX2が σの場合 とは,X2≦X3が 成 立 し,(19)の 原 則が 適用す る場

合 である。⑲ は表皿(a-1),(a-2)の 両 方 を等 しく英 語 らしい型 と予知 して し

ま う。表VI[を 更 に検討 す る と,(a-1:i)型 は(a-1-ii)型 よ り英語ではよ く見 ら'

れ るこ とが分か る(例,ban6na,KentGcky)。 そ こでX19)を(2①に修正 す る。

/<＼A
(20)XIX2×3#に 於 てX2=X3な らばXIX2×3又 はX2×3

△
X2<X3な らばX、X2×3

だが,⑳ は語末 が Σ'の 表v皿(b-iii)の 場 合に,誤 まった 予測 を して し

まう. 、この とり扱いでは 語末がE'の 日寺,X、 ぐX,と 勧穗ecd・t曜 の
ノ<＼＼I
XIX2×3が 常 に予知 され,stal稍tite型 は 英語の 強勢 型 らし くない ことに
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な る。(b・1)の(ii)のAgam駑non型 を英 語 の強 勢型 として好 まれ るもの

とし,一 方 で(b・1)の(iii)stal稍titeを 好 まれ ない型 とす る ことは平行性

を欠 くと り扱 いだ と思われ る。そ こで語末 が Σ'の場合 に限 りΣ'は Σ と同 じ

重 さだ と考 える とす れば ど うであ ろ うか 。 即 ち,Σ'→ Σ/一#と い う規 則

が存在 す る と考 え る。す る と表VII(b)一(iii)の 事 例 も全てX2=X3と な り,

A/〈 丶＼
X、X3とXlX2×3の 両方 の強勢 型が可能 な ことにな り事 実 に適合 す る。

語末 に限 りΣ'→ Σとす る とい う条件 は,一 見ad,hocに み え るカ㍉(15-c)

の 場 合 に も有要 であ る。(15・c)で は 語末が Σ'の時 を除 き,X2>X3が 成 立
n

し,⑳ がX2×3を 正 し く予 測す る。語 末 でΣ'→Σ とす る条件 を導 入 す る

と,(15-c-iii)の 場 合のみ,(18)の 例 外 と考 える必要が な くなる。

以上か ら,語 末音節 に⑫ に よりWが 付 され る と,そ の対 となる構 成素 は

次 の原 則で構築 され るこ ととな る。A

⑳XIX2×3#に 於 いて ・(a)X2>X3な らばX2×3△

(b)X2=X3な らば(i)X、X2×3

.A(ii)X
ZX3

/へ

(c)X2<X3な ら ば,XIX2×3

但 し語末ではΣ'→Σが成立す る。

表㎎ の(a-1・i)の 諸 語 は原則(19-b)の(i)に つ いて不適 の素 性が語彙 目録

内で与 えられ(ii)の 型 とな る。(a-1-ii,iii),(b-2-i),(o-2)の 強 勢 型 は 原 則⑳

に合 わな いため英語 らし くな い と判 断 され るこ とに なる。この こ とは原則

⑳ の導 八に よ り,表 皿 にみ た音節 の組合せ か ら成 る可能 な強勢型が 三種 に

区別 しう るこ とを意 味す る。即 ち,原 則 ⑳ に符合す る強勢型(英 語 らしい

とされ る型),原 則⑳ の一部 について各語彙 項 目で不適 の指定が され てい る

強勢型(英 語 として は少数 派の型)と 原則⑳ に違 反す る強勢 型(英 語 らし く

な い型)で ある。第二 の型はvanillaに 代 表 され,第 三の型 は存在 しない

が 米V{ctrolaに 代 表 され る。

表VII(b.1)(b-2)の(ii)(iii)の 場 合 は原 則(21)の(b)に あ た る。(i)と(ii)の 二

つ の強勢型 が可能 であ る。 では,そ の いずれにな るか はいか に決定 され る
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の か。 これ1ま本論の検討 の範 囲 をこえ るが,、接 尾辞の種顰 が この決 定 に影

響 をもつ と考 えられ る。(Fudge(1975,PP.286-90),Kingdon(1958)参 照)

又,Agam6mnon等 で は,本 論 の強勢付 与は 第一 強勢 よ り左 の強勢 型につ

い ては何 の原則 も呈 示 していない。語末 か らの場合 と同一 原則が く り返 さ

れ るのでは ないか と考 えられ るが,そ れは本稿 の検討 の範 囲外 とす る。

4.本稿ではLPの 強勢型表示の枠組か ら[土stress]の表示をとりのぞき,

韻律構造 を音節連鎖に直接付与す る方法が検討 された。そこでは語末の二

音節間の重 さの関係が,韻 律構造 を決め る手がか りとなることが示 された。

一方
,[±stress]がLPの 枠組で示 していたもう一つの働 き,即 ち,母 音の

弱化の有無については,そ れが音節の語中での位置 と重 さか ら決定 される

こ とが示 された。

本稿の扱った事例は極めて限定 されたものであり,本 稿で言及 した諸問

題の他に派生形間の関係の問題など,残 された課題は多い。これ らの諸問

題 ととりくみつつ本稿の結論 を検証 してゆ くことが今後の課題である。

                 References 

Chomsky, Noam and Morris Halle. (1968). The Sound Pattern of Eng-

   lish. New  York  : Harper & Row. 
Fudge, Eric C. (1975).  "English.Word  Stress  : An  Exapinationi  of Some 
   Basic Assumptions," in D. L. Goyvaerts and G. K. Pullum, eds., 

   Essays on the  Sound Pattern of English.  Ghent  : E. Story-Scientia. 

Kahn, Daniel. (1980). Syllable-Based Generalizations in English Phonology. 

   New  York  : Garland Publishing, Inc. (Ph. D. Diss., M. I. T., 1976). 
Kingdon, R. P. (1958). The Groundwork of English Stress. 

 London  :  Longman. 

Kiparsky, Paul. (1979). "Metrical Structure Assignment is Cyclic," 

   Linguistic Inquiry, 10. 
Liberman, Mark and Alan Prince. (1977). "On Stress and Linguistic 

   Rhythm," Linguistic Inquiry, 8. 

Ross, John R. (1972). "A Reanalysis of English Word Stress (Part 1),"



28 英語語強勢決定のメカニズム

in M. K.  Brame, ed., Contributions to Generative  Phonology. Austin: 

University of Texas Press.

注

1)二 音 節語の強勢型は音節の関係では決定されないため本稿の資料 とはしな

い。但 し,母 音の弱化においては対 を成す二音節間の重さの関係が影響 を

与えると界われる。これについてはRoss(1972,pp.255-6)参 照 。

2)本 稿 の用いる音節区分法はKahn(1980,PP.'23-4)に 基づ く。英語で許 され

る音節開始結合 乏音節終結結合は,ほ ぼ英語で許 され る語頭 ど語末の結合

に対応す ると考え,語 中では強勢付与以前には,音 節開始結合の方が優先

的に音節内に組み込まれるとす る。本稿では便宜上,語 彙表示 を綴 り字で

記す。このたあ音節区分に不 明確 な点があるが,こ れは本稿の論旨に影響

を与 えるものではない。


